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“あざみあざやかなあさの

あめあがり”―-種田山頭火 

「コロナ自粛」の中、近所の

川土手を散歩するとあざみが、

そこかしこに咲いています。 
 

 

子どもの成長力

と大人の責任 

大隈 信夫 
総務省が毎年「こどもの

日」に合わせて発表する１５歳

未満の子どもの推計人口は、１

５１２万人で、３９年連続の減

少となり、１９５０年以降、過

去最少を更新した。 

さらに今年は、３月以来、学 

校が休校に 

なり、緊急 

事態宣言が 

引き続き５ 

月３１日ま 

で延長され 

る中での 

「こどもの 

日」となっ 

た。 

３月の卒 

業式や４月 

の入学式ど 

ころか、毎日の通学が制限され、

子どもたちの生活が激変して

いる。 

長引く休校によって、以 

前からもあった教育格差が 

さらに拡大していると指摘

する教育専門家もいる。 

また、子どもたちにとっ

て学校は、学習面だけでな

く体育や友達とのコミュニ

ケーションなど、社会生活

に必要な素養を身に着ける

大切な役割もある。 

こうした中で、各地の自

治体では分散登校など学校

を再開させる模索を始めて

いる。 

少子化は年々進行し、毎年、

子どもの数は減少している。 

未曽有の危機の中で、この子

らの５年後、１０年後は、どう

なるのだろうかと。 

このスタコラを書いている

とき、一人の知り合いから「お

店を休んでいるが、困っている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもに無料の弁当を提供し 

たいが、どうやって広げればい

いと」と電話があった。 

さっそく、地域の民生委員の 

方に連絡を取っていただいて 

繋ぐことにした。 

「こどもの日」は、昭和２３

年（１９４８年）に〝こどもの 

人格を重んじこどもの幸福を

はかるとともに母に感謝する

日〟ということで定められた。 

この状況の中で、我が子だけ

でなく、地域の子どもたちに思

いを寄せている人もいる。 

「未曽有の危機の中で、この

子らの５年後、１０年後は、ど

うなるのだろうか。」との杞憂

が、杞憂だけでおわるような、

地域の力があるのではないか

との思いを持つことができた。 

子どもたちはきっと、五月晴

れのもとで泳ぐ鯉のぼりのよ

うに、たくましく成長するに違

いないとの思いと、大人の責任

を改めて考えさせられた。 
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監督：杉田 成道 

出演：仲代 達矢 

常盤 貴子 

北村 一輝 

緒形 直人 

田中 美里 

橋爪 功 

2019年 時代劇専門チャンネル 
 

日本を代表する俳優・仲代達

矢が、藤沢周平の傑作短篇に惚

れ込み、３０年間映像化を望ん

できた作品。 

豪華キャストが集結し、信

州・木曾福島の雄大な自然の中

でロケを敢行した映像は、フラ

ンスで行われた映像コンテン

ツの国際見本市・ＭＩＰＣＯＭ

でのアジア作品初となるワー

ルドプレミア上映や、第 32回

東京国際映画祭特別上映でも

高く評価された。 

仲代は、山々を望むロケ地で、

「後悔の多い宇之吉の晩年と

自分自身の晩年が重なり、この

役を演じたいと思った」と語っ

ている。 

とにかく、味のある作品とな

っている。 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンサルタント

の役割 
 

新型コロナウィルス感染症

の拡がりの中で、長年のお付き

合いがある事業所だけでなく、

相談が相次いでいる。 

内容は、休業や従業員の雇用

に関すること、持続化給付金に

関する問い合わせや申請手続

きなどが中心である。 

飲食店を３店舗経営する方

からは、深刻な状況の中で、何

とか雇用を守り、従業員の生活

を守りたいと、休業に伴う雇用

調整助成金の手続きについて、

休業中の給与の支払いや支給

申請への必要書類の整備、申請

書への記入方法など、連日、電

話がかかってくる。 

フリーランサーの方からは、 

持続化給付金関連の情報をお

知らせすると、こちらも、仕事

がほとんどなくなったという

話のあと、具体的な手続きなど

の相談がある。 

深刻な事態は、飲食店はもち

ろん、スポーツジム、ゴルフ場、

美容室、障がい者福祉事業所な

どの事業者だけでなく、小中学

生や学生の勉学環境や生活に

も深刻な影響を与えている。 

だからこそ、長年のコンサル

タントとして“今、こういう時

期だからこそ”との思いで、“コ

ロナ禍”に向き合っている。 
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“不要不急の外出自粛”が継

続される中でも、季節は確実に

進んでいる。 

ハクレンやコブシの時期を

過ぎ、桜やつつじも咲いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今、庭の片隅に“ミヤコワス

レ”がひっそりと咲いている。 

 

 

 

 

 

映画大好きの

山ちゃんが、毎

回、自分の言葉

で執筆します。 

 

 

くまさんの 

コンサル日誌 
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☎092-409-4177 FAX092-409-4170 
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